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口
座
振
替
に
よ
る

保
険
料
の
早
収
割
引

23
年
度
納
付
書
を

４
月
上
旬
に
送
付

　

４
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
万

５
０
２
０
円
で
す
。
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
29
年
度
ま
で
毎
年

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
引
上
額
は
、
今
後
の
賃
金
上

昇
率
な
ど
で
変
化
し
ま
す
。

【老齢基礎年金を受けるための
「資格期間」とは】

（１）保険料を納めた期間
（２）全額免除を承認された期間
（３）若年者納付猶予を承認された期間
（４）学生納付特例を承認された期間
（５）４分の１免除の承認後、残りの４分の３の保

険料を納めた期間
（６）２分の１免除の承認後、残りの２分の１の保

険料を納めた期間
（７）４分の３免除の承認後、残りの４分の１の保

険料を納めた期間

【「未納期間」とは】
（老齢基礎年金を受けるための

資格期間に入りません）
（１）保険料を納めなかった期間
（２）４分の１、２分の１、４分の３免除を承認後、

残りの保険料を納めなかった期間

学生納付特例
申請

一般免除申請
（学生でない人）

一般納付猶予申請（学生で
ない人で30歳未満の人）

申請期間 Ｈ23.４～Ｈ24.４ Ｈ23.７～Ｈ24.７

所得審査の
対象となる人 学生本人のみ

本　人
配偶者
世帯主

本　人
配偶者

【申請期間と対象者】

　
日
本
年
金
機
構
（
東
福
岡

年
金
事
務
所
）が
４
月
上
旬
、

平
成
23
年
度
の｢

国
民
年
金

保
険
料
納
付
案
内
書｣

を
発

送
し
ま
す
。

　
３
月
時
点
で
国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
（
任
意
加

入
含
む
）
と
な
っ
て
い
る
人

が
対
象
で
す
。

　
４
月
か
ら
就
職
し
て
、
厚

生
年
金
・
共
済
組
合
に
加
入

し
た
場
合
は
、
破
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

特
例
や
免
除
・
猶
予
制
度

●
申
請
先

▽
年
金
事
務
所

▽
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

係
④
番
窓
口

▽
大
島
行
政
セ
ン
タ
ー

【
学
生
の
納
付
特
例
申
請
】

　
20
歳
以
上
の
学
生
で
、
本

人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
は
、
申
請
す
れ
ば

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

　
平
成
22
年
度
に
申
請
し
て

特
例
が
承
認
さ
れ
て
い
る
分

は
、
平
成
23
年
３
月
分
ま
で

で
す
。
４
月
分
以
降
の
保
険

料
も
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
平
成
24
年
４
月
30
日
ま

で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
特
例
該
当
者
の
う
ち
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
で
、
あ
ら

か
じ
め
届
け
出
の
あ
っ
た
在

学
予
定
期
間
が
終
了
し
て
い

な
い
人
に
は
、
ハ
ガ
キ
形
式

の
申
請
書
が
日
本
年
金
機
構

福
岡
事
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
郵

送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
平
成
23
年
４
月
か
ら
平
成

24
年
３
月
分
を
申
請
す
る
場

合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
郵
送
で
提
出
を
。

●
持
参
品

①
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
年
金
手
帳
や
保
険

料
納
付
案
内
書
な
ど
）

②
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
も
の
（
学
生
証
の
写

し
や
在
学
証
明
書
な
ど
）

③
印
鑑
（
学
生
本
人
が
申
請

す
る
場
合
は
不
要
）

④
代
理
の
人
が
申
請
す
る
場

合
は
、
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）

＊
今
年
３
月
に
卒
業
し
た
人

で
、
厚
生
年
金
・
共
済
年

金
に
加
入
せ
ず
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

免
除
・
納
付
猶
予
制
度
あ

り
＊
７
月
ま
で
に
４
月
分
か
ら

６
月
分
ま
で
の
免
除
・
納

付
猶
予
申
請
を

＊
７
月
分
以
降
の
保
険
料
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
７

月
１
日
以
降
に
再
度
申
請

を
（
継
続
申
請
が
承
認
さ

れ
た
人
は
除
く
）

【
一
般
の
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
】

　
学
生
で
な
い
人
の
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
の
場
合
、
平

成
22
年
７
月
以
降
に
申
請
し

て
承
認
さ
れ
た
の
は
、
平
成

23
年
６
月
分
ま
で
の
保
険
料

で
す
。
７
月
分
以
降
の
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
７
月
１
日
以
降
に
再
度

申
請
を
（
継
続
申
請
が
承
認

さ
れ
た
人
は
除
く
）。

●
持
参
品

①
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
年
金
手
帳
や
保
険

料
納
付
案
内
書
な
ど
）

②
印
鑑
（
本
人
が
申
請
す
る

場
合
は
不
要
）

③
失
業
な
ど
で
平
成
22
年
３

　
当
月
の
保
険
料
を
当
月
末

に
口
座
振
替
で
引
き
落
と
せ

ば
「
毎
月
50
円
」
が
割
引
に

な
り
ま
す
。

●
早
収
割
引
の
開
始
　
申
し

出
後
、
翌
月
末
の
初
回
の

口
座
振
替
で
２
カ
月
分
の

保
険
料
（
従
前
の
保
険
料

月
31
日
以
降
に
会
社
を
辞

め
た
場
合
は
、
離
職
年
月

日
が
確
認
で
き
る
公
的
機

関
の
証
明
（
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
、
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
な
ど
）

④
代
理
の
人
が
申
請
す
る
場

合
は
、
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）

●
相
談
日
時
　
毎
週
水
曜

日
、
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
０
時
30
分
、
午
後
１
時

〜
同
４
時

＊
祝
日
、
��
月
��
日
〜
翌
年

１
月
３
日
は
除
く

●
相
談
場
所
　
同
セ
ン
タ
ー

い
き
い
き
交
流
館
１
階
・

会
議
室

●
相
談
内
容
　
年
金
の
受
給

に
関
す
る
こ
と
、
年
金
裁

定
請
求
の
受
付

●
予
約
方
法
　
問
い
合
わ
せ

先
へ
電
話
で
申
し
込
む

「
ふ
く
と
ぴ
あ
」
で
出
張
相
談
所
を
開
設

＊
予
約
時
に
、
相
談
時
に
持

参
す
る
も
の
な
ど
の
確
認

を
＊
本
人
以
外
の
人
が
来
る
場

合
は
、
委
任
状
と
代
理

人
の
本
人
確
認
を
す

る
た
め
の
運
転
免
許

証
、
保
険
証
な
ど
が

必
要

＊
ふ
く
と
ぴ
あ
（
い
き

い
き
健
康
課
）
で
は

予
約
不
可

■
問
い
合
わ
せ
先　

▽
東
福
岡
年
金
事
務
所　
　
　
　

☎
０
９
２
（
６
５
１
）
７
１
２
９

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係　

☎（
��
）
１
１
２
８

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
大
島
行
政
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

☎（
��
）
２
２
１
１

保
険
料
の
追
納
な
ど

　
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予

や
学
生
納
付
特
例
を
承
認
さ

れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
納
め
直
し

（
追
納
）
が
可
能
で
す
。

　
３
年
度
目
以
降
は
保
険
料

に
加
算
が
つ
き
ま
す
。
追
納

し
な
か
っ
た
場
合
は
、
老
齢

基
礎
年
金
が
減
額
さ
れ
ま

す
。

●
追
納
申
込
先

▽
年
金
事
務
所

▽
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

係
④
番
窓
口

▽
大
島
行
政
セ
ン
タ
ー

と
50
円
割
り
引
い
た
保
険

料
）
が
引
き
落
と
し
に
な

り
ま
す
。
そ
の
後
は
、
毎

月
の
保
険
料
が
50
円
割
引

と
な
り
ま
す

＊
申
し
出
後
、
口
座
振
替
の

開
始
ま
で
約
２
カ
月
か
か

り
ま
す
。
早
め
に
手
続
き

を
●
口
座
振
替
で
き
る
金
融
機

関
　
全
国
の
銀
行
、
郵
便

局
、
農
協
、
漁
協
、
信
用

組
合
、
信
用
金
庫
、
労
働

金
庫

●
持
参
品

▽
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振

替
納
付
（
変
更
）
申
出
書

▽
預（
貯
）金
通
帳
と
預（
貯
）

金
通
帳
届
け
出
印

▽
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
年
金
手
帳
や
保
険

料
納
付
案
内
書
な
ど
）

●
申
込
用
紙
の
配
布
場
所

▽
年
金
事
務
所

▽
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

係
④
番
窓
口

▽
大
島
行
政
セ
ン
タ
ー

▽
各
金
融
機
関

●
申
込
書
の
提
出
先

　
各
金
融
機
関
か
年
金
事
務

所
に
提
出

■
問
い
合
わ
せ
先

　
東
福
岡
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
２
（
６
５
１
）
７

９
６
７
、
７
９
６
８

　

東
福
岡
年
金
事
務
所
で
は
、
福
津
市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ふ

く
と
ぴ
あ
」
内
の
「
い
き
い
き
交
流
館
」
で
、
年
金
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
予
約
必
要
。


